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河川堤防の耐震性能の考え方
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■解析によって算出した地震後の堤防高が、耐震性能の照査において考慮する外水位（照査外水位）を下回る場合には、耐震
対策が必要となる。

■照査外水位は、以下のいずれかの高い水位としている。

①河川水位

②波浪を考慮した水位

③津波水位

照査外水位（イメージ）

照査外水位

堤防天端
沈下後の堤防高の解析（イメージ）

朔望平均満潮位

③津波水位
（朔望平均満潮位＋津波高）

②波浪を考慮した水位
（朔望平均満潮位＋波の打上高）

①河川水位
（14日間に発生する確率が1/10の水位）

照査外水位

河口


